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第
８
４
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ

ー
は
、
５
月
１
日
［
水
］
１
０

時
、
心
配
し
て
い
た
前
日
か
ら

の
雨
も
上
が
り
新
緑
映
え
る
小

倉
城
天
守
閣
横
広
場
で
、
７
１

団
体
８
７
０
人
の
労
働
者
・
市

民
が
参
加
し
大
き
な
成
功
を
お

さ
め
ま
し
た
。 

メ
ー
デ
ー
集
会
開
会
に
あ
た

り
、
中
村
市
教
労
委
員
長
が
開

会
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、「
賃
上

げ
と
安
定
し
た
良
質
な
雇
用
の

確
保
」
、「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

な
ど
安
心
社
会
の
実
現
」「
被
災
者

本
位
の
震
災
復
興
」「
原
発
ゼ
ロ 

７
４
団
体 

８
７
０
人
が
参
加 

第
８
４
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー 

大
成
功 

会
場
カ
ン
パ
に 

１
１
８
，
８
３
３
円 

「北九州でたたかわれている「争議の早期解決を！」 
嶋争議団共闘議長、後藤クリニック勝利報告 

イワキ工業藤原・中塚さん、ＪＡＬ榊原さん   熱い訴え！！！ 
 

争議の訴えは、不当解雇撤回を求めてたたかっている、イワキ工業の藤原・中

塚さんがたたかいの現状と支援の強化を訴え、また後藤クリニック不当解雇裁判

に勝利し、元気に職場に復帰している戸田千泉さんからの勝利報告とお礼のあい

さつがありました、また、東京高裁での控訴審をたたかっているＪＡＬ争議団の

榊原さんから、ＪＡＬ不当解雇撤回闘争支援の訴えがありました。 

第
８
４
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー
は
、

北
九
州
う
た
ご
え
連
絡
会
の
仲
間
の
元
気

な
メ
ー
デ
ー
歌
が
会
場
一
杯
に
広
が
る
中

で
開
会
し
ま
し
た
。 

福
岡
県
労
連
懸
谷
副
議
長
、
日
本
共
産

党
仁
比
そ
う
へ
い
参
議
院
比
例
予
定
候
補

な
ど
２
団
体
１
３
人
に
登
壇
し
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
激
励
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
祝
電
は
、
福
岡
県
平
和

と
く
ら
し
を
守
る
革
新
懇
話
会
、
北
九
州

市
労
働
者
支
援
事
務
所
、
日
本
共
産
党
田

村
貴
昭
氏
か
ら
届
き
ま
し
た
。 

 

中山実行委員長挨拶 

プ
ラ
カ
ー
ド
展 

最
優
秀
賞 

 

新
婦
人
小
倉
南
支
部 

メ
ー
デ
ー
恒
例
と
な
っ
た
プ
ラ
カ

ー
ド
展
に
は
、
多
く
の
団
体
か
ら

創
意
工
夫
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。 

最
優
秀
賞
に
新
婦
人
小
倉
南
支

部
の
「
安
倍
退
治
ジ
ャ
ー
」
が
選

ば
れ
、
実
行
委
員
長
か
ら
表
彰
状

と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

社
会
の
実
現
」
「
消
費
税
増
税
反

対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」「
憲
法
改

悪
反
対
、
普
天
間
な
ど
米
軍
基
地

の
撤
去
、
核
兵
器
の
全
面
禁
止
の

実
現
」
な
ど
を
掲
げ
た
た
か
わ
れ

ま
し
た
。 

 

８
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の

要
求
・
課
題
を
訴
え 

 

各
団
体
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
医
療
、

消
費
税
増
税
反
対
、
脱
原
発
・
再

稼
働
反
対
な
ど
８
団
体
か
ら
発
言

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

高々とアドバルーン 

 
 

雨
上
が
り 

 

耳
障
り
な
話
で
恐
縮
で
す
。 

 

皆
さ
ん
は
、
ふ
わ
ふ
わ
し
た
肌
触

り
の
良
い
タ
オ
ル
を
使
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
逆
に
、
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し

て
い
て
肌
触
り
の
悪
い
タ
オ
ル
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
肌
に
触
れ
た
感
触

な
の
で
、「
良
い
」
と
思
っ
た
り
「
悪

い
」
と
思
っ
た
り
し
て
当
然
で
す
。 

 

で
は
、「
安
倍
首
相
は
三
本
の
矢
で

景
気
回
復
を
と
、
耳
障
り
の
良
い
言

葉
で
国
民
に
訴
え
て
い
ま
す
。」
と
い

う
文
章
の
間
違
い
が
わ
か
り
ま
す

か
？ 

 

肌
「
ざ
わ
り
」
も
耳
「
ざ
わ
り
」

も
同
じ
「
さ
わ
り
」
な
の
で
、
気
に

な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
し

か
し
、
漢
字
に
す
れ
ば
、「
触
る
」
と

「
障
る
」
で
意
味
が
全
然
違
い
ま
す
。 

 

耳
ざ
わ
り
の
場
合
は
、「
障
る
」
と

書
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
う
る
さ
い
音

や
嫌
な
音
で
妨
げ
や
害
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。「
目
障
り
」
の
場
合
も
そ

う
で
す
。
テ
レ
ビ
を
観
て
い
る
と
ハ

エ
が
画
面
の
前
を
飛
び
回
っ
て
い

て
、
「
目
障
り
な
ハ
エ
だ
。
」
と
な
り

ま
す
。
テ
レ
ビ
を
観
て
い
る
画
面
の

前
に
い
く
ら
き
れ
い
な
花
を
ゆ
ら
ゆ

ら
さ
れ
て
も
「
目
障
り
が
良
い
。」
と

は
言
い
ま
せ
ん
よ
ね
え
ー
。
そ
れ
な

の
に
、
「
耳
障
り
の
良
い
言
葉
で‥

‥

」
と
い
う
誤
用
が
何
と
多
い
こ
と

か
。 

「
耳
『
あ
た
り
』
の
良
い
言
葉
で
・
・
・
」

を
「
耳
『
ざ
わ
り
』
の
良
い
言
葉
で
・

‥

」
と
誤
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
え
ー
。「
聞
き
心
地
の
良

い
言
葉
で
・
・‥

」
と
い
う
言
い
方

も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
ち
ら

を
使
わ
れ
ま
す
か
？
決
し
て
、「
耳
障

り
」
な
言
い
方
は
し
な
い
で
＜
だ
さ

い
ね
。 

http://www.geocities.jp/k_roren/
mailto:k_roren@ybb.ne.jp
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迫
る
憲
法
の
危
機 

９
６
条
改
悪
を
許
す

な
！ 

２
０
１
３
年
北
九
州
憲
法
集
会
大
盛
況 

講
演
で
は
、
元
宜
野
湾
市
長
の
井
波
洋
一
氏
が
、「
オ
ス

プ
レ
イ
が
配
備
さ
れ
た
沖
縄
か
ら
日
本
の
平
和
を
考
え

る
。
」
と
題
し
て
、
多
く
の
資
料
を
使
い
わ
か
り
や
す
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
井
波
洋
一
さ
ん
、
綛

田
芳
憲
北
九
大
准
教
授
、
東
敦
子
弁
護
士
の
３
方
が
歯
切

れ
よ
く
自
民
党
な
ど
が
た
く
ら
ん
で
い
る
憲
法
改
悪
草
案

を
批
判
し
、
日
本
国
憲
法
９
条
を
掲
げ
て
世
界
に
平
和
を

説
く
こ
と
こ
そ
日
本
の
生
き
る
道
が
あ
る
こ
と
を
強
調

し
、「
安
倍
首
相
は
、
国
防
軍
の
創
設
や
基
本
的
人
権
を
制

約
し
戦
争
す
る
国
に
し
て
い
く
つ
も
り
。
日
本
国
民
の
要

望
よ
り
ア
メ
リ
カ
側
の
言
い
分
を
大
事
に
し
て
い
る
。
こ

こ
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
語
り
ま
し
た
。
集
会

で
は
、
「
「
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
崇
高
な
理
想
を
深
く

自
覚
す
る
」（
憲
法
前
文
）
と
誓
っ
た
日
本
国
民
と
し
て
武

力
や
威
嚇
に
よ
ら
な
い
真
に
平
和
と
言
わ
れ
る
世
界
の
実

現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
い
う
集
会
ア

ピ
ー
ル
を
満
場
の
拍
手
で
採
択
・
確
認
し
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
九
州
キ
ャ
ラ
バ
ン 

 

北
九
州
で
報
告
集
会 

  

日
本
航
空
に
よ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
客
室
乗
務
員

１
６
５
人
の
解
雇
撤
回
と
職
場
復
帰
を
求
め
て

５
月
１
３
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争 

九

州
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
最
終
日
の
１
６
日
、
福
岡
県

入
り
し
、
北
九
州
地
域
の
労
組
を
訪
問
す
る
な
ど

の
行
動
を
取
組
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
行
動
に
は
、
乗
員
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
原
告

団
か
ら
は
榊
原
氏
、
客
室
乗
務
員
（
客
乗
）
原
告

団
か
ら
は
下
村
氏
が
参
加
し
、
支
援
共
闘
か
ら
水

流
国
労
書
記
長
、
北
九
州
争
議
団
共
闘
か
ら
は
嶋

議
長
、
地
区
労
連
か
ら
は
道
下
事
務
局
長
が
同
行

し
、
健
和
会
労
組
、
ポ
ポ
ロ
本
社
、
福
建
労
北
九

州
支
部
、
市
職
労
、
北
九
市
議
な
ど
を
訪
問
し
、

５
月
２
３
日
の
乗
員
控
訴
審
第
３
回
口
頭
弁
論
、

同
３
１
日
の
客
乗
控
訴
審
第
３
回
口
頭
弁
論
に

向
け
て
の
、
署
名
の
要
請
、
財
政
支
援
の
要
請
、

物
販
へ
の
協
力
要
請
を
行
い
、
小
倉
駅
前
広
場
で

の
宣
伝
行
動
を
４
０
人
を
超
え
る
支
援
者
で
成

功
さ
せ
た
後
、
西
小
倉
市
民
セ
ン
タ
ー
で
北
九
州

地
区
報
告
集
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。 

 

報
告
集
会
で
訴
訟
代
理
人
の
一
人
、
池
上
遊
弁

護
士
は
「
大
規
模
な
整
理
解
雇
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
公
共

性
を
考
え
た
時
、
裁
判
で
勝
利
す
る
こ
と
こ
そ
が

企
業
の
『
経
営
合
理
化
』
に
打
ち
勝
つ
こ
と
に
な

る
」
と
の
ベ
、
裁
判
闘
争
の
支
援
強
化
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

 

乗
員
原
告
の
榊
原
正
好
事
務
局
次
長
は
「
一
審

の
『
整
理
解
雇
』
を
容
敬
す
る
不
当
判
決
に
は
屈

し
な
い
。
東
京
高
裁
で
勝
利
す
る
た
め
に
全
国
を

行
脚
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
」
と
訴
え

ま
し
た
。 

客
室
乗
務
員
原
告
の
下
村
京
子
事
務

局
次
長
は
「
仕
事
に
生
き
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て

き
た
。
６
０
歳
定
年
ま
で
働
こ
う
と
思
っ
て
い
る

矢
先
に
突
然
仕
事
を
奪
わ
れ
、
く
や
し
く
て
な
ら

な
い
。
絶
対
に
職
場
に
戻
る
ま
で
頑
張
り
通
し
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。
報
告
集
会
に
は
、
６
０
人

を
超
え
る
支
援
す
る
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 北九州労健連の第２３期学習企画が４月２０日

（土）１４時から、健和会複合施設・地域交流セ

ンターにて４９名の参加で開催されました。 

 前半の学習企画では、九州社会医学研究所の

田村昭彦先生が「夜勤労働・交代勤務と健康」（労

働安全衛生的 豆知識）と題して講演をしました。

そのなかで、夜間労働は「有害作業」であり、労

働安全衛生法上、「配置換えの際及び６か月以内ご

とに１回定期的に健康診断を受けなければならな

い特定業務であること、交代勤務をする労働者の

２３人に１人が過労死危険レベルにあること、夜

勤・交代勤務には、健康・安全・生活の３つのリ

スクがあり長期の健康リスクの面では、乳がん、

前立腺がんのリスクが高いことなどが報告されま

した。最後に、交代勤務は危険な勤務であり、使

用者には安全衛生の教育をすることが義務づけら

れているのに、実際には十分な教育がなされてい

ないことが問題だ、と指摘しました。 

 つづいてミニシンポジウムが開催され、製鉄関

係、ＪＲ関係、医療現場、地域一般労組での連続

勤務についての労働相談等、各方面から７人の方

から夜間勤務・交代勤務の実態が生々しく語られ

ました。 

 

 

 

 

 

９
条
ま
つ
り
に 

１
５
０
人
が
参
加 

会
場
に
は
、
テ
ン
ト
も
張
ら
れ
、

パ
ン
、
煎
餅
、
飲
み
物
、
さ
ら
に
バ

ッ
ジ
な
ど
様
々
な
平
和
グ
ッ
ズ
の
店

が
並
び
ま
し
た
。 

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
荒
牧
啓

一
弁
護
士
（
憲
法
ネ
ッ
ト
座
長
）
か

ら
、
憲
法
を
守
り
、
守
ら
せ
て
い
く

決
意
が
元
気
い
っ
ぱ
い
語
ら
れ
た

後
、
青
い
空
合
唱
団
に
よ
る
平
和
の

う
た
ご
え
が
会
場
一
杯
に
広
が
り
参

加
者
も
一
緒
に
口
ず
さ
む
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
日
頃
労
働
組
合
と
あ
ま

り
付
き
合
い
の
な
い
、
キ
リ
ス
ト
者

９
条
の
会
、
Ｍ
の
会
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ

イ
リ
支
援
の
会
、
森
の
学
校
、
人
権

連
な
ど
が
一
言
づ
つ
平
和
へ
の
思

い
、
憲
法
改
悪
反
対
の
思
い
を
発
言

し
ま
し
た
。
大
声
大
会
に
は
１
０
数

人
の
参
加
者
が
あ
り
、
全
生
連
か
ら

参
加
し
た
藤
元
さ
ん
が
優
勝
し
、
藤

元
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
、
憲
法
前
文
を

参
加
者
全
員
で
唱
和
。
青
空
に
憲
法

前
文
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
、
改

憲
勢
力
の
た
く
ら
み
を
必
ず
粉
砕
し

憲
法
を
守
り
抜
く
思
い
を
強
く
し
ま

し
た
。 

 

 

「
第
３
回
北
九
州
９
条
ま
つ
り
」
は
、 

憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
、
１
０
時
３
０

分
か
ら
小
倉
北
区
の
勝
山
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。
９
条
ま
つ
り
は
、
普
段
ふ
れ

る
こ
と
が
少
な
い
憲
法
、
と
く
に
憲
法
９

条
に
つ
い
て
み
ん
な
で
楽
し
く
触
れ
合

い
な
が
ら
考
え
る
場
と
し
て
一
昨
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

５
月
３
日
１
３
時
か
ら
ム
ー
ブ
２
階
大
ホ
ー
ル
で
、
北
九
州
憲
法

集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
憲
法
集
会
は
、
「
安
倍
首
相
が
９
条
改
正

に
執
念
を
持
ち
、
ま
ず
は
改
憲
発
議
の
９
６
条
を
変
え
て
、
憲
法
改

悪
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
よ
う
と
す
る
な
ど
、
憲
法
を
取
り
巻
く
情
勢

が
大
き
く
揺
れ
動
く
中
、
し
っ
か
り
と
憲
法
を
学
ぼ
う
と
企
画
さ

れ
、
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
企
画
さ
れ
、
憲
法
改
悪
に

反
対
す
る
様
々
な
団
体
や
市
民
４
０
０
人
が
集
ま
り
熱
気
あ
ふ
れ

る
集
会
と
し
て
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。 

 

北九州労健連 学習企画 

「夜間労働・交代制勤務と健康」 

について考える講演とミニシンポが 

４月２０日に開かれました。  


